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 研究方法   
   対象には未固定凍結人体標本の正常足関節 7足を用いた。足関節を生理的な運動を
再現可能な 6自由度ロボットシステムに載せて試験を行った。１つの足につき、正常状態、










   ATFL 切離状態では正常状態と比較してキネマティクスは底屈 5 度から背屈 15 度
の間で約 2mm前方へ変位し、底屈 15度から背屈 15度で約 6度内がえしへ変位し、底背
屈 0 度で約 2 度内旋へ変位した。また前方安定性は底屈 30 度で約 1mm 低、内がえし安





15 度の間で約 3 度内がえしへ変位し、底背屈 0 度で約 2 度内旋へ変位した。前後方キネ
マティクスは差を認めなかった。また前方安定性と内がえし安定性は差を認めなかった
が、内旋安定性は底屈 30度、15度において約 6度低下した。 
 
結論 
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論文題名 
Kinematics and laxity of the ankle joint in anatomical and non-anatomical 
anterior talofibular ligament repair: a biomechanical cadaveric study. 
（解剖学的および非解剖学的な前距腓靭帯修復術における足関節キネマティ
クスと安定性：献体を用いた生体力学的研究） 
結果の要旨 
 
本研究では未固定凍結人体標本の正常足関節 7 足を用いて、前距腓靭帯修復術における
修復位置の違いが足関節キネマティクスと安定性に及ぼす影響を検討した。解剖学的修復
術はキネマティクス、安定性ともに正常足関節と差を認めなかった。一方、非解剖学的修
復術では正常足関節よりも背屈時には内がえし方向、中間位では内旋方向にキネマティク
スが変化し、内旋安定性が底屈位において低下した。今後は関節鏡を挿入する新しいポー
タル位置、軟性鏡などの新しい関節鏡、付着部にアプローチ可能なターゲットデバイスな
ど、新しい機器を考案することで、低侵襲な関節鏡視下手術においても、解剖学的修復術
を目指していく必要性があると考えられる。 
以上にて、医学博士の学位授与に値すると審査委員全員に認められた。 
 
 
 
 
 
 
